
★ 母がもともとバスガイドであったことから、小さいころからバス業界が身近にある環境でした。母の影響もあり、高校卒業後、

最初はバスガイドとして就職しました。就職後に運転もしてみたいと思うようになり、自ら大型二種免許を取得して、ガイドから

ドライバーへ職種転換しました。

所属：関越交通株式会社沼田営業所（群馬県沼田市）

バスドライバーになったきっかけ

★ 女性ドライバーは、全営業所合計で４名在籍しています(取材当時)。女性

ドライバーが勤務する営業所には、専用の休憩室を設け、女性の働きやす

い職場づくりを行っています。

Ｋさん（ドライバー歴４年）

★ ガイド時代もバス業界に関わっていたため、業界やドライバーという仕事自体に強

い不安は持っていませんでした。以前はガイドとしてドライバーとして接していたので、

ドライバー同士として男性とも対等にコミュニケーションがとれるかという点では、多

少の不安はありました。

入社前に、業界やドライバーに対して抱いていたイメージは？

現在の業務内容は？

★ 主に路線バスと、新宿行きの日帰り高速バスの運転を行っています。また、群馬

県の鎌田から栃木県日光市まで貸切バスを運転することもあります。日光行のバ

スでは、栃木県内において急こう配・急カーブで有名な国道１２０号（通称・いろ

は坂）の運転も任されます。経験を積めば、男女差はあまり感じないですね！



★ 慣れたという意識を持ってしまうと、油断から重大事故につながりかねないの

で、常に初心を忘れないように意識しております。これからも、１日１日の経験を

積み重ねるという意識で、職務に励みたいと思います。

普段、仕事で心がけていることは？

バスドライバーになってみての印象や職場の雰囲気は？

勤務時間や休暇などの待遇面について

★ 最初にドライバーとして配属となったのが、鎌田営業所という比較的小規模な

営業所でした。そのためか、ドライバー同士の距離が近く、正にアットホームな

雰囲気の職場だと感じました。親切な先輩ドライバーが多く、仕事上でわからな

いことはすぐに聞くことの出来る体制も整っていたと思います。現在は、大規模

な別の営業所へ移りましたが、職場の基本的な雰囲気は共通しています。

★ １日の勤務時間は原則７時間３５分で、休暇は４週間勤務で７日取得することが出

来ます。有給休暇は、労働基準法通り１年で最大２０日取得可能な体制となってお

り、最大で４０日間となるように、翌年度に休暇を繰り越すことも出来ます。有給

休暇は、事前に申出をすると、大体は希望が通るというのが実感です。

仕事でのやりがいや嬉しかったことは？

★ 運転自体が好きなので、希望していた高速バス等、多様なバスの運転が経

験できたことが嬉しかったです。乗務後には、お客様から「女性で丁寧な運転

で良かった」とお言葉を受けることがあり、やりがいを覚えます。



★ 昼間の運行が中心のダイヤもありますので、自分の子供がまだ小さな時

は、昼ダイヤのドライバーとして勤務しておりました。当時は、子供と夕食

を共にすることもできました。自分のライフスタイルに比較的近い運行ダイ

ヤを選択することで、家庭を持つ女性であっても、それほど苦労をせずに両

立は可能だと思います。あとは、家族の理解と協力を得ることが大事ですね。

仕事や家事とのバランスは？

★ 今は主に路線バスと高速バス、また一部エリアで貸切バスを運転していますが、今後は貸切バスの対応可能範囲を増やす

など、出来る仕事を増やしていきたいです。また、自分も女性ということもあり、後輩の女性ドライバーが入ってきた時には、

自分の経験を生かして後輩の教育に励むことで、徐々に女性が働きやすい職場にしていければと思っています。

今後の目標や、自分が目指す将来像について

★ ドライバーといっても様々ですが、人に感謝されるという点は共通しており、やりがいがある仕事です。色々なところへ行け、

色々な人と出会えるという点においても魅力的だと言えます。女性に向けてのアドバイスとしては、自分のライフスタイルに

あった職場を見つけるということですね。昼ダイヤ中心の会社もたくさんあるので、まずは色々な会社を探してみましょう！

バスドライバーを目指す方へメッセージ

仕事で困ったことや苦労したことは

★ 女性ならではの苦労としては、雪道を運行する際のチェーン巻きといった

力仕事や、ドライバーの待機場所に女性用のトイレがないといったことがあ

ります。また、これは地域の特性ではありますが、所属する営業所の待機場

所付近では、夜になると頻繁にイノシシやタヌキが通ることがあり、イノシシ

の大群を見かけた時は、幽霊を見るよりも怖い思いをしています笑。


